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没薬 （ググー ル ） エ キ ス の マ ウス ・ ア ジ ュ バ ン ト

誘発 肉芽腫 に 対す る抗炎症作用
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【目的】 没薬 （グ グ
ー

ル ） は カ ン ラ ン 科 （Bursera。eae ）植物 B αlsαmodendron 　 rnrthul

HOOK ．〔15 − 20 年生） の 樹皮に 傷を つ けて 採取 した乳 白色 の 樹液を 1年間乾燥 して 得

られ た黒褐 色 の 樹 脂 （Guggul ， 中国名 ：馬皮没 薬） で ，
　 Acacia　 catechu が 混在す る こ

と もあ る 。 そ の 他 の 「†i場 品 と し て ， 同 属 の B． myrrh α NEES や ，　 B．　 commifera

WIGETTE の 樹脂が あ るが ， ググール ほ ど に は汎用 され て い な い 。 グ グ
’一

ル は 肥 満治療，

抗炎症作用，抗菌作用，抗 iff　1［1［作用，抗動脈硬化作用を 目的に ，樹脂そ の もの を他の 生薬

粉末や エ キ ス と混 合 して ，臨床 に 用 い ら れ て い る。そ こ で ，グ グ ー
ル の 粗 エ キ ス に つ い て ，

マ ウ ス に 対す る抗炎症作用 を検討
．
した 。

【方法】 1） イ ン ド市場 品 の グ グ ー
ル （Rajastan　l・1・｛の 砂 漠地帯 で 採 取 ） 100g に 対 して，

CHC1 ，，
　 MeOH

， 水を そ れ ぞ れ 200mL 用い
， 沸騰水浴上 で 2hr，3 回抽 出後， 減圧濃縮あ

る い は凍結乾燥 した 。 　そ れ ぞ れ の 粗 エ キ ス の 収率は 51．1，39．5，28．2％で あ っ た 。

2） マ ウ ス （ddY 系 ，雄性，6週 令，体重 25−36g） の 背部皮 ドに ，エ
ーテ ル 麻酔 ド，3mL

の 空 気を注 人 した後で ， Freund 完全 ア ジ ュ
バ ン ト （2mg／mL 結核死 菌 ，

　 Difco）に 0，1％

ク ロ ト ン 油を加え た起炎剤 （流動 パ ラ フ ィ ン
， ア ラ セ ル A ）0．5mL をtkL　fJ一した 。 そ の 後 ，

各没薬 エ キ ス を 1％ ア ビ セ ル ・生理 食塩水に溶解ま た は懸濁 （0．1％ ア ラ ビ ア ゴ ム を含有）

し た もの を， マ ウ ス 腹腔内に O．lmL ／10g体重 の 割合で ，1L！ ユ回，5L 」間投与 した 。 炎症

性 パ ラ メ
ータ と して ，rm管新生量 （カ

ーミ ン 色素量），肉芽湿重量，炎症性細胞の遊走数，

浸出液量を 測 定 した っ

【結 果】 ググール の 水 エ キ ス 〔1．2，6，30mg／kg） は，血管新生 量 お よ び浸 出液量 に 対

して ，hyClrocortisone（3．8，7．6， 15mg ／kg ） に 匹敵す る抑制効果を示 し た 。　 MeOH エ

キ ス の 効果 は水 エ キ ス の 効 果 よ り弱 く，CHCL エ キ ス の 場合，炎症 性細 胞 の 遊走数 を増 加

す る傾向を 示 し た 。

【考察及 び 結論】以上 の結 果は， ググ ール の 水 エ キ ス 中に，hydrocortisone に 匹敵す る

効力 の 抗 炎症作用物質が存在す る可能性 を示唆 す る 。
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